
円
一
官
庁
街
エ
リ
ア
の
公
共

施
設
編
成（
案
）に
つ
い
て

【
概
要
】
円
一
エ
リ
ア
の
一

体
的
な
再
編
が
必
要
と
な
る

た
め
、
７
つ
の
公
共
施
設
の

概
要
説
明
が
あ
っ
た
。

問
旧
消
防
庁
舎
と
円
一
町

駐
車
場
を
解
体
し
て
平
面
的

な
使
い
方
を
す
る
と
い
う
考

え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

定
期
利
用
の
在
り
方
も
含
め

今
後
の
考
え
に
つ
い
て
問

う
。

答
円
一
町
駐
車
場
の
使
用

台
数
４
０
９
台
の
半
分
以
上

を
定
期
利
用
が
占
め
て
お
り

周
辺
の
民
間
駐
車
場
の
空
き

状
況
な
ど
を
調
査
し
、
定
期

利
用
者
の
駐
車
場
確
保
に
向

け
検
討
を
進
め
て
い
る
。
隣

接
す
る
旧
消
防
庁
舎
の
跡
地

に
つ
い
て
も
一
体
的
な
活
用

が
で
き
な
い
か
、
検
討
し
な

が
ら
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
た
い
。

高
坂
自
然
休
養
村
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画

の
見
直
し
に
つ
い
て

【
概
要
】「
ふ
る
さ
と
高
坂

佛
通
寺
活
性
化
協
議
会
」
を

設
置
し
て
地
元
の
意
見
収
集

を
し
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
指
針
を
ふ
ま
え
た

上
で
、
27
年
２
月
に
説
明
し

た
計
画
を
見
直
し
た
。

問
公
共
施
設
の
見
直
し
を

し
て
い
る
最
中
の
投
資
で
あ

り
、
整
合
性
は
あ
る
の
か
。

答
環
境
保
全
・
観
光
農
業

推
進
・
都
市
住
民
の
憩
い
の

場
を
提
供
す
る
と
い
う
休
養

村
は
、
市
内
に
１
か
所
だ
け

で
あ
り
、
北
部
エ
リ
ア
機
能

の
活
性
化
と
、
南
部
エ
リ
ア

は
機
能
を
変
更
し
、
活
用
を

検
討
す
る
。

問
事
業
体
制
は
大
丈
夫

か
。

答
２
年
か
け
て
準
備
し
て

き
た
。

　

市
長
要
請
に
よ
る
議
員
全
員
協
議
会
が
１
月
17
日
、
３
月
19
日
に
行
わ
れ
、「
円
一
官
庁

街
エ
リ
ア
の
公
共
施
設
再
編
成
方
針
（
案
）
に
つ
い
て
」
ほ
か
13
件
の
説
明
が
あ
り
、
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

※ 

議
員
全
員
協
議
会
と
は
・
・
・
市
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
査
す
る
委
員
会
と
は
違
い
、
市
が
行
政
上

の
重
要
問
題
等
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
見
を
聴
く
た
め
の
協
議
会
の
こ
と
。

【
総
務
費
】

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
費

に
つ
い
て

問
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

に
対
す
る
事
務
委
託
料
及
び

事
務
手
数
料
な
ら
び
に
「
ふ

る
さ
と
夢
基
金
」
積
立
金
の

相
互
関
係
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

答
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

に
対
し
、
50
％
相
当
の
返
礼

品
を
含
む
62
％
の
事
務
委
託

料
と
郵
便
料
等
の
手
数
料
を

差
し
引
い
た
残
り
を
「
ふ
る

さ
と
夢
基
金
」
に
積
み
立
て

て
い
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

が
減
少
し
た
理
由
と
そ
の
対

策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
ふ
る
さ
と
納
税
は
任
意

の
寄
付
金
で
あ
り
、
市
町
間

の
競
争
が
過
熱
し
て
い
る
こ

と
、
総
務
省
が
返
礼
の
割
合

が
高
い
も
の
や
高
額
な
も
の

は
返
礼
品
と
し
て
適
当
で
な

い
と
す
る
通
知
を
し
た
こ

と
、
さ
ら
に
本
市
の
返
礼
品

が
固
定
化
し
て
い
る
こ
と
が

原
因
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は

「
ふ
る
さ
と
夢
基
金
」
を
活

用
し
た
事
業
の
成
果
を
積
極

的
に
公
開
し
、
本
市
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

【
民
生
費
】

私
立
保
育
所
運
営
助
成
事
業

費
に
つ
い
て

問
保
育
所
費
と
認
定
こ
ど

も
園
費
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

利
用
者
が
見
込
み
よ
り
少
な

い
た
め
減
額
す
る
と
の
説
明

が
あ
っ
た
が
、
利
用
者
数
の

状
況
に
つ
い
て
ど
う
か
。

答
保
育
所
に
つ
い
て
、
年

度
当
初
は
、
延
べ
５
４
９
６

人
の
利
用
者
を
見
込
ん
で
い

た
が
年
度
末
の
見
込
み
は
延

べ
５
２
４
６
人
で
２
５
０
人

の
減
。
ま
た
認
定
こ
ど
も
園

に
つ
い
て
は
年
度
当
初
は
、

延
べ
７
０
２
０
人
の
利
用
者

を
見
込
ん
で
い
た
が
、
年
度

末
の
見
込
み
は
延
べ
６
８
７

７
人
で
１
４
３
人
の
減
と
な

る
た
め
、
こ
の
た
び
減
額
し

て
い
る
。

【
教
育
費
】

施
設
整
備
事
業
費
に
つ
い
て

問
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
と
フ
ロ
ア
の
乾
式

化
に
必
要
な
改
修
工
事
に
係

る
今
後
の
予
定
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

答
平
成
30
年
度
に
中
之
町

小
学
校
、
沼
田
小
学
校
及
び

本
郷
中
学
校
の
工
事
を
完
了

し
、
31
年
度
に
は
幸
崎
小
学

校
と
久
井
中
学
校
の
工
事
を

完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
設

計
等
が
済
ん
で
い
な
い
、
西

小
学
校
、
深
小
学
校
、
糸
崎

小
学
校
及
び
第
三
中
学
校
に

つ
い
て
は
、
32
年
度
を
目
途

に
工
事
を
完
了
す
る
計
画
で

あ
る
。

討
論
・
採
決

【
討
論
】

　

補
正
予
算
特
別
委
員
会
で

審
査
さ
れ
た
議
第
43
号
及
び

議
第
51
号
に
つ
い
て
、
反
対

の
討
論
が
行
わ
れ
た
。

・
反
対
討
論

　

大
型
事
業
推
進
に
伴
う
地

方
債
の
繰
り
上
げ
償
還
に
貴

重
な
一
般
財
源
を
充
て
る
こ

と
、
ま
た
、
国
民
健
康
保
険

の
剰
余
金
等
を
税
の
負
担
軽

減
に
活
用
せ
ず
、
基
金
に
上

乗
せ
を
す
る
と
い
っ
た
財
政

運
営
は
望
ま
し
く
な
い
。

【
採
決
】

　

討
論
さ
れ
た
議
第
43
号
及

び
議
第
51
号
は
、
起
立
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
。
ほ
か
10
件
に
つ
い
て

は
、
全
員
一
致
、
原
案
ど
お

り
可
決
し
た
。

※
採
決
の
結
果
は
、
18
・
19

ペ
ー
ジ
及
び
三
原
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
議
決

結
果
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

補
正
予
算
特
別
委
員
会（
質
疑
の
抜
粋
）

今
定
例
会
で
は
６
８
８
８
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）を
は
じ
め
、11
の

特
別
会
計
補
正
予
算
を
含
む
12
議
案
を
審
査
し
、そ
れ
ぞ
れ
可
決
、認
定
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、補
正
予
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

議
員
全
員
協
議
会
の
概
要
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問
指
定
管
理
で
コ
ス
ト
が

下
が
る
か
。

答
現
状
を
超
え
な
い
。

尾
道
糸
崎
港
松
浜
２
工
区

に
関
わ
る
土
地
利
用
計
画

の
見
直
し
に
つ
い
て

問
松
浜
地
区
活
性
化
協
議

会
で
は
、
ど
の
よ
う
な
協
議

が
な
さ
れ
た
の
か
。

答
協
議
会
は
既
に
解
散
し

て
お
り
、
ま
た
、
計
画
区
域

は
変
更
と
な
る
が
、
内
容
は

変
更
し
な
い
た
め
協
議
は

行
っ
て
い
な
い
。

問
市
は
、
観
光
拠
点
と
す

る
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
こ

が
ど
う
や
っ
た
ら
、
観
光
拠

点
に
な
る
の
か
。

答
瀬
戸
内
海
を
望
む
開
放

感
あ
ふ
れ
る
臨
海
部
と
い
う

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
特
性
を
生
か

し
、
市
中
心
部
と
は
違
う
賑

わ
い
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

敬
老
会
事
業
等
の
見

直
し
に
つ
い
て

問
こ
の
事
業
の
見
直
し
を

町
内
会
へ
は
ど
の
よ
う
な
説

明
を
し
て
い
く
の
か
。

答
高
齢
者
人
口
の
増
加
に

伴
い
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
相
談
機
能
や
民
生
委

員
の
見
守
り
体
制
を
充
実
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
説
明
し
、

理
解
を
求
め
て
い
く
。

次
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
再

検
討
す
る
。

※
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
２

月
定
例
会
で
は
議
案
提
出
さ

れ
て
い
な
い
。

清
水
南
山
遺
品
の
寄
附
受
納

及
び
検
証
に
つ
い
て

【
概
要
】
清
水
南
山
の
遺
作

１
１
１
５
点
が
孫
の
田
畠
能

子
さ
ん
か
ら
本
市
に
寄
附
さ

れ
た
の
で
特
別
展
覧
会
を
開

催
す
る
。

　

ま
た
、
清
水
南
山
を
特
別

功
績
者
と
し
て
顕
彰
す
る
。

施
設
類
型
別
実
施
計

画（
案
）に
つ
い
て

【
概
要
】
社
会
教
育
系
施

設
、ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
系
施
設
、
保
健
・
福

祉
施
設
、
そ
の
他
施
設
の
実

施
計
画
（
案
）

問
市
民
福
祉
会
館
は
廃
止

予
定
だ
が
、
１
５
０
人
収
容

の
ホ
ー
ル
は
駅
前
西
館
へ
移

転
可
能
か
問
う
。

答
リ
ー
ジ
ョ
ン
中
講
堂
、

中
央
公
民
館
等
の
利
用
で
対

応
し
た
い
。

問
平
成
31
年
度
以
降
の
ゆ

め
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
ど

う
す
る
の
か
。

答
労
働
者
の
た
め
の
講
習

施
設
と
し
て
は
他
施
設
で
対

応
で
き
て
い
る
の
で
、
民
間

活
用
も
含
め
て
検
討
す
る
。

問
内
港
、
港
湾
ビ
ル
は
中

心
市
街
地
の
活
性
化
と
繋
が

り
が
強
い
の
で
一
体
と
し
て

考
え
、
開
発
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
駅
前
東
館
跡
地
活
性
化

事
業
と
関
連
づ
け
て
行
っ
て

い
く
。

第
２
次
三
原
市
環
境

基
本
計
画
に
つ
い
て

【
概
要
】
三
原
市
が
抱
え
る

環
境
を
見
つ
め
直
し
、
今
後

の
新
た
な
10
年
間
を
見
据
え

た
環
境
の
保
全
及
び
創
造
に

関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め

の
計
画
。

問
オ
ー
ル
三
原
で
環
境
保

全
活
動
に
取
り
組
む
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
活
動
状
況

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

低
下
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

答
メ
ン
バ
ー
の
固
定
や
高

齢
化
で
活
動
が
低
下
し
て
い

る
。
新
し
い
メ
ン
バ
ー
の
加

入
や
人
材
育
成
を
し
、
活
動

を
活
性
化
し
て
い
き
た
い
。

三
原
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン（
案
）に
つ
い
て

【
概
要
】
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
の
進
行
、
防
災
意
識

の
高
ま
り
な
ど
、
社
会
環
境

や
住
民
意
識
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
22
年

に
策
定
し
た
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
次
の
よ
う
に

改
定
す
る
。

　
「
安
全
・
安
心
・
快
適
、

そ
し
て
元
気
に
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

す
べ
き
都
市
像
に
掲
げ
、

❶
土
地
利
用
の
方
針

❷
都
市
施
設
の
整
備
方
針

❸
市
街
地
の
整
備
方
針

❹
自
然
環
境
・
景
観
の
保

全
・
形
成
の
方
針

❺
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
方
針

以
上
５
項
目
に
よ
る
分
野
別

方
針
と
、
本
市
全
体
を
①
三

原
中
央
地
域
（
沼
田
川
よ
り

北
部
地
域
）
②
三
原
南
部
地

域
（
沼
田
川
よ
り
南
部
地

域
）
③
本
郷
地
域
④
久
井
地

域
⑤
大
和
地
域
と
５
地
域
に

区
分
し
、
各
地
域
の
特
性
・

課
題
を
踏
ま
え
て
、
目
標
と

す
る
将
来
像
を
設
定
す
る
。

三
原
市
汚
水
処
理
施
設
整
備

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

【
概
要
】
国
か
ら
の
要
請
に

対
し
、
22
年
度
に
策
定
し

た
「
三
原
市

公
共
下
水
道

事
業
基
本
計

画
」
の
見
直

し
を
図
り
、

38
年
度
末
で

の
下
水
道
整

備
率
95
％
以

上
と
な
る
よ

う
下
水
道
整

備
区
域
を
縮

小
し
、
整
備

区
域
等
を
示

す
も
の
。

問
今
後
、
計
画
を
期
待
さ

れ
て
い
る
市
民
の
周
知
な
ど

ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
予
定

か
。

答
市
の
ホ
ー
ム
ペ
―
ジ
・

広
報
で
お
知
ら
せ
し
、
ま
た

地
域
に
出
向
き
、
出
前
講
座

な
ど
活
用
し
周
知
し
て
い
き

た
い
。

佐
木
島
診
療
所
の

運
営
に
つ
い
て

【
概
要
】
30
年
４
月
３
日
か

ら
診
療
を
開
始
す
る
。

　

診
療
日
数
は
週
２
回
の
火

曜
日
、
金
曜
日
の
午
後
。

　

秋
以
降
、
医
療
機
器
の
整

備
完
了
後
に
は
、
診
療
日
数

増
の
予
定
で
あ
る
。

　

診
療
科
目
内
科
・
外
科
。

清水南山・板谷波山合作「雲文香炉」

佐木島診療所
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